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 Ｌ： Ｋ池 ＆ カミさん 

仕事が予定より早く終わったので 山に行けました。 

7/25(金)長野20:00発⇒中央道松川ｲﾝﾀｰより 59号、22号を経由 

鳥倉林道ｹﾞｰﾄ(越路バス停)の前駐車場(未舗装の 40 台位のｽﾍﾟ

ｰｽ、トイレ有) 駐車場はほぼ埋まっており、やむなくＵﾀｰﾝし、か

なり戻って空いている道路脇に駐車。 

  

7/26(土)P4:30 発 →夏季限定の登山バスの走る舗装道路を鳥

倉登山口までﾄｺﾄｺ、登山口からは豊口山のコルまでは唐松林の

登り、三伏峠まで 1/10 送りの 道標が始まる。コルから三伏峠へは尾根北側をトラバース、沢の崩落の箇

所からは中央アルプス、乗鞍岳、北アルプスが遠望できる(3 箇所位)、水場があり。 

塩川ルート(塩川小屋手前村道にて法面崩落のため通行

止め)分岐手前は、急登。 

→8:30 三伏峠小屋(2,560ｍ)にﾃﾝﾄをﾃﾞﾎﾟ（テント￥600/人 

+ ﾄｲﾚ代 ￥100/人） 9:10 発 

→ハイマツ帯の登ると、三伏山山頂、塩見岳が目前に。三

伏山から樹林帯の中へと下り、本谷山に向け、お花畑を登

り返す。 

→10:20 本谷山 本谷山からは、歩きやすい尾根道がその

まま、樹林帯へ、いつの間にか権右衛門山の巻き道となり、

鞍部から塩見新道分岐へは急登。分岐を過ぎると、さらに

急登（塩見新道は落石崩落のため廃道状態で、塩見新道

 

7月 26日~27日（土日）   塩見岳＆烏帽子岳 （個人山行） 
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入口は通行止めのロープあり）。 稜線になると視界が開け、北岳、間ノ岳、農鳥岳が大きくなる。小屋は

もうすぐ。 

→12:50 塩見小屋（こじんまりした小さな山小屋）（塩見小屋幕営禁止、三伏沢も幕営禁止） 

ハイマツの稜線を登り、天狗岩あたりからガレ場。天狗岩を過ぎると塩見岳山頂部が真正面に。 

岩場のお花畑 タカネコウリンカ,ミヤママンネングサ,イワツメクサ、直下は岩陵で多少足場が悪く 落石に

注意。登りきると西峰、100m 位向こうに東峰 3.502m。ヤアー 富士山だ！！ 

→14:30 塩見岳  聖岳、赤石岳、悪沢岳が見え、熊の平への稜線が、間ノ岳や農鳥岳が見える、奥に北

岳、甲斐駒岳、仙丈ヶ岳。360 度のパノラマ、南アルプスの山々が一望。  

→16:10 塩見小屋  →本谷山 こんなに登り返しがあったっけ？  

→19:30 お花畑,烏帽子岳,水場分岐。ﾃﾝﾄ場に行く前に水汲

み。往復 50 分。なんとか”ヘッ電”なしで来たけどもう真っ

暗。 

→20:00 三伏峠小屋ﾃﾝﾄ場  

7/27(日)三伏峠  天気予報では午後から小雨では少し早く

起きて 7:00 発？ お花畑側の分岐を右、烏帽子岳へ。  

お花畑は少し早いのかな、そう云えば、塩見小屋の残雪は

昨日まであったと小屋の人が言ってたっけ。 

お花畑の坂を登ると、南アルプスの南部の山々が望まれ、

足が止まる。2～3 のピークを登って烏帽子岳山頂 到着。 

→8:30 烏帽子

岳 8:00 烏帽子岳も 360 度のパノラマ。塩見を挟んで、左に間

ノ岳、北岳、甲斐駒、仙丈そして右に蝙蝠が見える。その右に

小河内岳への稜線、奥に荒川三山、赤石。 

マツムシソウは

少し早く タカネ

グンナイフウロ、

ハクサンフウロ, 

キバナノコマノツ

メ,ハクサンチドリ, 

イワオウギ、オト

ギリソウ,ハナニガナ,ウサギギク,ミヤマキンポウゲ,ヨツバシ

オガマ お花畑はこれから真っ盛り。 

→10:10 ﾃﾝ場（ﾃﾝﾄ撤収）10:50  雨、小雨程度。  

→13:20 鳥倉登山口 ﾊﾞｽを待つ人 数人。 

→14:15 ｹﾞｰﾄ →14:25P 

お風呂は「ゼロ磁場の宿 入野谷」600 円   長谷熱田神宮,高遠城の観光     クマさん記 

 

 

メンバー：T島（L）、S谷、T井、M井 

行程：8:30 入渓点駐車場発 →9：00 牛ヶ滝 →12：45 霧ヶ滝 →13：40 箱淵 →14：00 林道 →15：00

駐車場 

夏は暑い。暑いときは水泳だ、ということで泳ぎメインの柿其川である。私は知らなかったが、ここは南木

曽の観光渓谷として有名らしい。遡行途中にも遊歩道や展望台が随所に出てくる。 

8：30観光駐車場のすぐ脇から入渓する。しばらくは明るい花崗岩の河原歩きであるが、まもなく遊歩道沿

いにエメラルドグリーンの水を湛えている淵に出る。早速泳ぎだすが水はまだ少し冷たいので、T島リーダ

ーがしつこく泳いでいるのを横目にすぐに遊歩道に戻る。 

 

8月 2日(土) 南木曽 柿其川 沢登り （個人山行） 
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やがて牛ヶ滝に到着。ここは登れないので釜を泳いだ後、右から大きく巻いて滝の上部に出る。 

柿其川は概ね開放的な明るい水のきれいな沢で、泳ぎを交えながら快適に遡行を続けられる。今日は気

温も高く水に浸かっても、風に吹かれても苦にならない程である。それ故、物好きにもわざわざ水流のある

場所を選んで突破を試みるので不必要に疲れること

この上ない。 

途中にはそれほど困難な場所もなく霧ヶ滝に到着。

（写真）ここには、釣り人一人とシュノーケリングを楽し

む二人連れが先客。この滝を登った記録もあるようだ

が、一見したところとても登れそうには見えない。ここ

も釜で泳いでから少し戻り、右岸の急斜面に取り付い

て林道に出る。僅かに歩いてから再度入渓。すぐに

ゴルジュに出くわすが、ここは水流も豊富で釜から滝

への取り付きが困難に見えたが、T 島さんが初見で

右から突破。拍手喝さいを浴びる。 

その後林道と交わる箱淵（橋の下はゴルジュ状のプ

ール）を泳いでから急斜面を登って林道に飛び出し遡

行終了。僅かの林道歩きで駐車場に戻れる楽チン沢登りであった。                 M井 記 

  

 

Ｌ：S谷 S川  K池  K林 S木 H岡  D原  M下  K藤 

行程：８時３０分 七倉ダム発→１２時３０分七倉沢→２時七倉ダム 

朝の天候は晴れ、連日の猛暑から絶好の沢日

和！今回会の山行・沢に初挑戦の私、まず服装と

装備から突っ込まれる。（直前になって無理に参

加させてもらいました、S谷さんごめんなさい）一番

は暑いからいいやと半袖しか着てこなかったこと

が後々に響きます。 

 気を取り直してトンネルの脇から沢へ入水、思っ

ている以上に流れが速く足を取られる。のっけから

沢は想像以上にハードだと感じつつ、皆さんにアド

バイスをもらいながらゆっくり歩を進めます。途中

最初の堰堤で初懸垂下降！技術を何も知らず来

たことに申し訳ないと感じつつ補助してもらい無事下

降。そして次は若干厳しい岩場をロープで確保してい

ただきながら登攀。スリルはあったが、危ないポイン

トを一か所ごと通過するたびに達成感と安堵の気持

ちがわいてきた。慣れてくると変化を富む地形を進む

楽しさと清流の気持ちよさに自分なりに沢の良さを感

じてきたが、日光が陰り始めた。半袖だったためこれ

が想像以上に寒くて体にこたえる。体はぶるぶる。日

は陰っている時間の方が長く終始寒かったが、なん

とか耐えつつ二俣の先の滝を超えたところで折り返

 

8月 3日(日） 七倉沢（沢講習・例会山行） 
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すことになった。 

下山途中河原でたき火をして、H 岡さん持参のさつまいもを焼くことに！寒さで疲れた体に染み渡るお

いしさで体力を回復し、温まったあとは沢の脇の道を下山。幸い下山まで雨は降らず、帰りはあっという間

に七倉ダムへ到着した。 

 楽しさよりも焦りが多かった山行となりましたが、リーダーの S 谷さんを始めみなさんのご指導と助けの

お蔭で無事下山できたことに感謝です。そして何よりみなさんと山行に参加できたことをうれしく思います。

今回学んだことを忘れず、技術を身に着けて確保してもらう側から確保する側へ成長したいと思いますの

でよろしくお願いいたします。 

 K藤 記 

 

 

 

Ｌ：S谷明徳  K津  K藤 

行程：7:00駐車場→9:00武能沢入渓→10:00ケサ丸沢出合→14:30蓬峠登山道→17:15駐車場 

 

 前日は土合駅前泊。天候は快晴、まずは２時

間ほど登山道を歩き、武能沢に入渓。ゴルジュと

浅瀬を過ぎると最初の小さな滝が出現。両側の

壁面に手と足をつっぱってなんなく登っていく S

谷さんを見て僕は面喰い「ホントにこんなアクロ

バティックなことやるんですか？！」と思わず木

津さんに尋ねてしまいました。しかしやってみると

思ったよ

り体が安

定してう

まく進め

ました。  

 今度は

今 ま で

見たこともないような巨大な雪渓のトンネルに遭遇。好天も相まっ

て美しく、非常に感動しました。崩れないように祈りながらそーっと

通り抜け、いよいよ大滝に。なんとなくとはいきませんが、確保し

てもらいながら確実に上がっていきます。そこからは小さい滝の

連続でした。

ホールドも

少なく、ぬ

め る 岩 に

緊張の連

続でした。

特に滝の

真ん中にルートを取った滝は迫る水に押され体温

も奪っていくのでかなり消耗しました。 

終盤に滝が多かったため、岩はもうおなか一杯

の状態で精神的にヘロヘロになりましたが、なんと

 

8月 13日(水） 谷川ケサ丸沢（個人山行） 
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か登山道まで到着しました。帰りは緊張も緩んだせいで２回ほどかなりひどい転倒をしました。 

 本格的な沢は初めてでしたが、ルートどりの難しさもあり、体力的にもかなりハードだと感じましたが、無

事帰ってこられたことは自分には大きな進歩です。最後に確保や移動の手配などをしていただき S 谷さん、

K津さん、ありがとうございました。                                      

K藤 記 

 

Ｌ：K 池 ＆ カミさん 

 盆中は雨で山は行けず行く処がなくて暇つぶしにムサシに寄って求め

た”秋採りのきゅうり”の植え付けも終わって、雨のすき間を探し 上州、下

仁田の山岳信仰の「黒瀧山不動寺」の黒瀧山(馬の背、観音岩、鷹ノ巣山、

九十九谷などの山全体を黒滝山というらしい)へ。長野は 9:30 すぎの出

立。 

12:20  黒瀧不動寺 第一

駐車場 ここから急坂を上

がって不動寺へ。（駐車場

は満杯。今日は車が多

い？）不動寺に着くが車の

割に人気(ひとけ)がなく、で

もニ階の庫裡はザワザ

ワ？？柱に「黒瀧山の夏の行事」第三百二十回 開山忌奉

修 黄檗宗 大施餓鬼会 の張り紙。（写真） なるほど！

320 回とは又すごい！！ 

12:35 不動寺の左を抜け 「黒滝山自然探勝路」看板（写

真）を右に見て木段を直進し、ツズラ折の急登を登ると馬ノ背からの林道と合流。 12:45 上底瀬-馬ノ背

の分岐(峠)に出る。分岐は左へ(今回は鉄ハシゴの手

前の広場で簡易ハーネスを装着をしたが、分岐後すぐ

の登山道が良いと思われる)。鉄ハシゴで始まって、ク

サリの岩場、鉄ハシゴ、 馬の背。稜線から見晴台分

岐 13:20。見晴台(御嶽神社)はトンガリ山、登頂は無理。

見晴台を左に巻いて進む。 

13:40 観音岩分岐（写真） 直進。13:55 観音岩上部

（写真）

で 大 施

餓 鬼 会

の 読 経

をありが

たく聞い

て、のんびり。分岐まで戻り上底瀬へ。 

14:30 下底瀬の分岐。でも、下底瀬へは✖印でﾀﾞﾒ。鷹ノ巣

山方面への下りは数箇所のロープ場、「要注意」の岩場あ

り。(左下部に巻き道を利用) 

 

8月 24日(日) 黒瀧山 (個人山行) 
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14：37 鷹ノ巣山-上底瀬の分岐標識。14:40 鷹ノ巣山。頂上は何もなし。ポイ捨て禁止の看板のみ。上底

瀬の分岐からは里山特有の急坂となり、上底瀬の集落までﾄﾞﾝﾄﾞﾝ下る。蜘蛛の巣がやたら多い。 

15:00 九十九谷登山口（写真）  ここから車道。すぐ左に登山者用大駐車場有り。 

15:30 黒瀧山登山口（写真）  ブタさんちの横を通り、荒れた農道を歩いて、馬ノ背分岐点へ。 

16:10 上底瀬・馬ノ背の分岐点。 16：20 黒瀧不動寺。  

16:30 黒瀧不動寺 駐車場。お風呂は雨足が強くなってきたので中止。晩飯は佐久「イオン-ﾋﾞｯｸ」のお弁

当。      

クマさん記 

 

 

 

 
 

編 集 後 記 

恒例（？） 今夏の茶○小屋の客の傾向（抜粋）をつぶやいてもらいました。 

「テント小屋食が減った。 ペットの水が売れない。 年齢層が（若干）あがった。ツアーが全くこない。テント

持参、小屋泊が多い（二食付もある）…小雨霧雨位で小屋泊にするんなら、最初からテントなんか持ってこ

ないか、中止にすりゃいいのにと思うが…。」とのこと。天候の影響か、昨年と逆の現象が起きた模様です。                                              

／とっこ 

     

 

ボリショイサーカス見に行ったんだけど ジャグラーのスゴ技にびっくり。上に向かって投げる通常のや

つ（トスジャグリング）をなんと７ボールで、床にバウンスさせるバウンスジャグリングを９ボールでやってい

た。「目にもとまらぬ」とはまさにこのこと、これだけで見に行った甲斐があった。低レベルながら３ボールカ

スケード（ってお手玉）150回がマイレコード。いつかはぜひ４ボールを・・・。         ／エリパパ  

 

                               

久し振りのやまふみ編集。現在の時刻、原稿送る締切りの深夜 O時。昨日の無理な山行があたり、

寝不足、胃が痛い、だるい…等々で、万全な体調が崩れつつある。今週末はおとなしくしよう。そ

んな中で嬉しいことは、新入会員のご紹介が 4名もいたこと…大事にしたいですね。家庭、仕事の

事情により、思うように山行に参加はできずに、辞めてしまうことが多い新人さん。そんな寂しい

ことにならないでくださいね。                          ／てら 

   
 


